
定性的な現状①

独居老人が多い

民生委員

定量的な現状①

14歳以下割合 15-64歳割合
65歳以上割合

6.7%

増
-5.5%

減

-5.5%

減

10年前の人口と比較して

定量的な現状②

14歳以下割合 15-64歳割合
65歳以上割合

10年前の人口と比較して

高齢者世帯が多い地域

問題①

独居の高齢者
独居：身近に頼れる人がいない・少ない

高齢者：生活機能が低下

平常時 災害時

・買い物に行けない
・ごみ出しが大変
・外出が少ない

・災害発生がわからない
・避難所まで行けない

「避難行動要支援者」

大規模災害時に自分一人で避難す
ることが困難な方

問題②

独居の高齢者
誰が、どうやって支援する？

平常時 災害時
民生委員、包括支援センター、
自主防、自治会、まち協 など

民生委員、包括支援センター、
見守り隊、自治会 など

・マンパワーが足りない
・すぐに駆けつけられない
・支援の関係ができていない

検討

・マンパワーが足りない
・すぐに駆けつけられない
・支援の関係ができていない

地域でできることがあるはず！

特に近所！

ポイント

1. 支援の穴を
作らない 2. 継続性

採算性 3.
近所の
つながり
地域の
つながり

・ポイントシステム
・サポーターと協働

・「避難行動要支援者」
名簿の活用

・地域包括ケア会議

・顔が見える関係
・世代間交流
・イベント開催

継続性・採算性 近所で近助ポイントシステム(KKP)

・ごみ出し支援
・買い出し支援
・声掛け（見守り）

利用者（支援者、被
支援者）のどちらに
もポイントを付与

ポイントは、近所で
近所サポーター（企
業、団体、個人）か
らの協賛金が原資

アプリを開発・運用
・マッチング機能
・ポイント管理
・広告

ポイントが貯まると
・防災グッズ
・食券
と交換

ポイントが介在する
ことで、心のハード
ルが下がる

継続性・採算性 近所で近助ポイントシステム(KKP)

地域支援

企業・個人

支援金

年間50万円
サポーターへ

インセンティブ

近所で近助サポーター

地域包括ケア会議 那覇市

民生委員 自治会まち協

見守り隊

包括支援センター

企業

団体

個人

近所
・向こう三件両隣
・自治会の班

近所のつながり、地域のつながり

顔が見える関係
・「どこの誰か」わかる

・気軽に声が掛けられる

世代間交流
・高齢者、子ども、若い世代、親世代

・地域をつなぐ

イベント開催
・星空上映会×お泊り体験
・避難行動のシミュレーション

支援の穴を作らない

情報共有（どこに、誰が、どんな状況）が大事！
・民生委員、包括支援センター、見守り隊の情報

・「避難行動要支援者」名簿

・地域包括ケア会議

・那覇市（福祉政策課、ちゃー課、防災危機管理課）
としっかり連携！

支援の穴を作らない

お困りごとは何？

近所で発見！近所が解決！
＝近助

平常時から災害時まで
独居高齢者を

近所で近助
近助でWAKUWAKU首里チーム

大規模災害に備えて取り組むと
日常が幸せになる
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